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概 要

応 用 分 野

全国的にアーケードの老朽化が進み、整備方針の検討が急がれる中で、アーケード撤去と合わせてコミュニティ道
路としての公園化整備に至った県内事例を対象とし、その事業プロセスを解明し改善提案をすること、得られた知見を
県外に発信することを目的としている。

本年度は、米子市アーケード撤去商店街のうち、公園化した商店街（法勝寺・元町）と公園化していない商店街（笑
い通り）の整備実態と整備前後の利用状況を比較分析した。その知見から公園化のメリットとデメリットを考察した。
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研 究 内 容

鳥取県内のアーケード商店街の整備分類

米子市内３商店街と周辺建物の整備状況
及び元町通り商店街と法勝寺商店街の整備状況

鳥取県内のアーケード商店街の
アーケード撤去、整備、整備後の実態

ヒアリング先・日時
米子市役所：2017年9月29日14:30-16:00 中心市街地活性化計画推進室室長
法勝寺商店街：10月15日14:00-15:10 法勝寺商店会会長
元町通り商店街：10月19日14:00-15:20 元町通り商店街振興組合会長
笑い通り商店街：10月29日15:40-17:00 笑い通り商店街振興組合会長


